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年
頭
あ
い
さ
つ 

四
国
森
林
管
理
局
長 

宮
原 

章
人 

 

 
     

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
家
族
共
々
に
お
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
に
な
っ
た

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。 改

め
て
昨
年
を
振
り
返
れ

ば
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
来

の
不
況
か
ら
の
回
復
は
、
円
高

の
進
行
に
よ
り
、
諸
外
国
に
比

べ
て
弱
く
、
依
然
景
気
の
停
滞

感
は
、
否
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

政
治
面
で
は
、
政
権
運
営
に
安

定
感
は
感
じ
ら
れ
ず
、
国
際
関

係
で
は
、
尖
閣
問
題
や
、
北
朝

鮮
の
延
坪
島
攻
撃
等
に
振
り

回
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
面
で
も
、

無
縁
社
会
や
限
界
集
落
、
雇
用

問
題
な
ど
、
世
相
の
暗
さ
が
目

立
つ
一
年
だ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。 

こ
れ
ら
は
国
内
に
お
け
る
、

人
口
の
減
少
や
海
外
で
の
新

興
国
の
力
の
増
大
な
ど
、
既
に

起
こ
っ
て
い
る
大
き
な
潮
流

の
変
化
の
影
響
が
、
具
体
的
か

つ
深
刻
な
形
で
浮
か
び
上
が

っ
て
き
た
た
め
で
あ
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
、
一
方
で
、
輸
出
産

業
を
中
心
に
企
業
利
益
が
回

復
し
て
来
て
い
る
よ
う
で
す
。

年
末
の
日
銀
短
観
で
は
、
エ
コ

ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
景
気
刺
激

策
の
縮
減
で
足
踏
み
と
の
こ

と
で
す
が
、
こ
の
稿
を
書
い
て

い
る
今
日
の
段
階
で
は
、
円
高

も
一
息
つ
き
、
株
価
も
戻
り
始

め
て
き
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
、

経
済
、
社
会
が
う
さ
ぎ
が
跳
ね

る
よ
う
な
活
気
が
戻
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

国
有
林
関
係
で
は
、
昨
年
、

二
つ
の
大
き
な
出
来
事
あ
り

ま
し
た
。 

一
つ
は
、
行
政
刷
新
会
議
に

よ
る
国
有
林
野
事
業
特
別
会

計
の
事
業
仕
分
け
が
行
わ
れ

た
こ
と
で
す
。
特
別
会
計
は
一

部
廃
止
さ
れ
、
債
務
返
済
部
分

は
、
区
分
経
理
を
維
持
す
る
も

の
と
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
国

有
林
野
は
、
行
政
機
関
と
し
て
、

引
き
続
き
国
民
の
森
林
で
あ

る
国
有
林
を
し
っ
か
り
と
管

理
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
一
般
会
計
へ
の
移

行
ま
で
に
は
、
幸
い
今
し
ば
ら

く
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
今
年

は
行
政
機
関
と
し
て
の
四
国

森
林
管
理
局
の
あ
り
方
、
仕
事

に
対
す
る
姿
勢
に
つ
い
て
も

考
え
を
深
め
る
と
と
も
に
円

滑
な
移
行
の
た
め
、
準
備
を
し

っ
か
り
と
進
め
て
行
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

も
う
一
つ
は
、
「
森
林
・
林

業
の
再
生
に
向
け
た
改
革
の

姿
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
こ

と
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
森

林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
が
い
よ

い
よ
来
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
四
国

森
林
管
理
局
と
し
て
も
、
そ
の

組
織
、
技
術
力
、
資
源
を
活
か

し
、
森
林
・
林
業
の
再
生
に
貢

献
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
民
有
林
と

国
有
林
が
連
携
し
た
森
林
共

同
施
業
団
地
の
設
定
や
木
材

の
安
定
供
給
体
制
づ
く
り
、
国

有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用

し
た
人
材
育
成
に
力
を
入
れ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

昨
年
暮
れ
に
、
「
武
士
の
家

計
簿
」
と
い
う
映
画
を
見
ま
し

た
。
何
年
か
前
に
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
に
な
っ
た
磯
田
道
史
氏
の

著
書
の
映
画
化
で
、N

H
K

教

育
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ

と
の
あ
る
作
品
で
す
。 

映
画
で
は
、
家
族
愛
が
テ
ー

マ
に
な
っ
て
お
り
、
中
高
年
の

支
持
を
受
け
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
原
作
に
お
い
て
は
、
時

代
の
変
革
期
に
は
、
い
か
に
過

去
の
価
値
観
に
こ
だ
わ
る
こ

と
が
危
険
で
あ
る
か
が
主
題

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

幕
末
の
加
賀
藩
で
藩
の
会

計
役
で
あ
る
猪
山
直
之
が
主

人
公
。
江
戸
時
代
、
収
入
を
年

貢
米
に
頼
る
武
士
階
級
は
、
商

品
経
済
の
発
展
を
取
り
込
め

ず
経
済
的
に
窮
乏
し
て
い
き

ま
す
。
最
終
的
に
は
幕
府
の
み

な
ら
ず
武
士
の
世
が
終
わ
っ

て
し
ま
う
こ
と
は
皆
さ
ん
も

ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
。 

主
人
公
は
、
膨
張
す
る
借
金

に
危
機
感
を
い
だ
き
、
家
財
を

売
り
払
い
、
生
活
を
切
り
詰
め
、

借
金
を
清
算
す
る
リ
ス
ト
ラ

を
敢
行
し
ま
す
。
結
局
、
こ
れ

が
次
の
時
代
の
変
化
を
乗
り

切
る
基
盤
と
な
り
ま
す
。 

武
士
の
時
代
は
、
武
術
や
儒

学
な
ど
の
学
問
が
尊
ば
れ
、
経

理
な
ど
の
実
学
は
低
く
見
ら
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治
山
事
業

西
三
局
協
議
会
 

〈
治
山
課
〉
 

れ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

明
治
維
新
後
、
武
士
の
世
は
終

わ
り
、
直
之
の
息
子
は
、
武
士

の
価
値
観
と
格
式
に
こ
だ
わ

っ
た
多
く
の
武
士
が
没
落
す

る
中
で
、
経
理
の
才
を
以
て
明

治
政
府
の
高
官
に
か
か
え
ら

れ
、
一
家
は
、
社
会
の
激
変
を

乗
り
切
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

実
際
に
、
一
歩
先
の
時
代
に

求
め
ら
れ
る
も
の
を
先
見
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
誰
で

も
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
時
代
の
荒
波
を
乗
り

切
る
に
は
一
つ
の
価
値
観
に

固
執
す
る
こ
と
な
く
、
問
題
に

あ
た
っ
て
柔
軟
に
対
応
す
る

こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

今
年
も
様
々
な
課
題
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
が
、
森
林
・
林
業

の
進
む
べ
き
方
向
性
に
つ
い

て
は
既
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
課
題
へ
の
対
応
で
創

意
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

も
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

示
さ
れ
た
方
向
に
沿
っ
て
、
邁

進
す
る
こ
と
に
よ
り
大
き
な

成
果
が
得
ら
れ
る
も
の
と
信

じ
ま
す
。 

職
員
の
方
々
の
協
力
と
関

係
者
の
引
き
続
き
の
ご
支
援

を
得
ら
れ
れ
ば
幸
い
か
と
存

じ
ま
す
。 

最
後
に
改
め
て
本
年
が
皆

様
に
と
っ
て
幸
多
き
明
る
い

一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心

よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

            

平
成
二
二
年
一
一
月
二
七
日
、

徳
島
県
三
好
市
に
お
い
て
、
第

二
回
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
勉
強
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
好

天
に
恵
ま
れ
、
四
国
四
県
か
ら

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
方
一
〇
名

が
参
加
さ
れ
、
各
集
合
場
所
か

ら
バ
ス
で
現
地
ま
で
移
動
す
る

車
内
で
日
程
や
吉
野
川
等
の
概

要
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

最
初
の
見
学
先
で
あ
る
ラ
ピ

ス
大
歩
危
で
は
、
地
元
国
産
材

（
三
好
ス
ギ
）
を
集
成
材
（
構

造
材
）
に
加
工
し
て
使
っ
た
建

物
を
見
学
し
ま
し
た
。
館
内
の

会
議
室
に
お
い
て
、
徳
島
森
林

管
理
署
長
よ
り
、
管
内
や
治
山

事
業
の
概
要
説
明
、
ま
た
、
当

建
物
は
大
断
面
（
わ
ん
曲
集
成

材
）
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り

室
内
上
部
の
空
間
を
広
く
利
用

し
て
い
る
事
な
ど
の
説
明
が
行

わ
れ
た
後
、
木
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
館
内
を
見
学
し
ま
し

た
。 次

に
三
好
市
東
祖
谷
樫
尾
地

区
の
治
山
事
業
現
地
に
移
動
し
、

徳
島
森
林
管
理
署
治
山
課
長
よ

り
地
す
べ
り
対
策
工
事
に
つ
い

て
、
工
事
の
概
要
や
施
設
の
設

置
状
況
な
ど
の
説
明
が
行
わ
れ
、

現
地
の
集
排
水
施
設
や
渓
間
工

の
施
工
状
況
を
見
学
し
ま
し
た
。 

最
後
の
視
察
地
へ
向
か
う
車

内
で
徳
島
署
長
よ
り
、『
祖
谷
の

か
ず
ら
橋
』
の
概
要
と
三
好
市

と
徳
島
森
林
管
理
署
と
の
間
で

平
成
二
〇
年
に
締
結
し
た
、
か

ず
ら
橋
に
使
う
シ
ラ
ク
チ
カ
ズ

ラ
の
確
保
に
関
す
る
協
定
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
実

際
に
橋
を
渡
り
現
地
を
見
学
し

ま
し
た
。 

今
回
の
勉
強
会
に
参
加
し
た

モ
ニ
タ
ー
の
方
々
は
、
国
産
材

の
有
効
利
用
や
森
林
の
働
き
、

国
土
保
全
の
重
要
性
に
つ
い
て

の
説
明
を
、
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
お
ら
れ
、
活
発
な
質
問
や
意

見
も
あ
り
盛
会
に
終
了
し
ま
し

た
。 一

一
月
一
〇
日
～
一
二
日
、

平
成
二
二
年
度
治
山
事
業
西
三

局
協
議
会
が
九
州
局
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
協
議
会
は
、
治
山
技
術

の
研
鑽
及
び
治
山
業
務
に
係
る

意
見
の
交
換
等
を
行
い
、
治
山

事
業
の
発
展
を
目
指
し
、
平
成

一
二
年
度
か
ら
西
三
局
（
近
畿

中
国
・
九
州
・
四
国
）
の
持
ち

「
第
二
回
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
 

勉
強
会
」
を
開
催
 

〈
企
画
調
整
室
〉
 

モニター勉強会の様子 
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初日の検討会 

四
国
４
県
と
の
連
携
 

〜
治
山
事
業
連
絡
調
整
会
議
〜
 

〈
治
山
課
〉
 

回
り
で
毎
年
開
催
し
て
い
る
も

の
で
、
本
年
度
は
九
州
局
管
内

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

協
議
会
初
日
は
、
各
局
か
ら

提
案
さ
れ
た
二
一
項
目
の
検
討

課
題
に
対
し
、
事
業
実
行
上
の

問
題
点
や
各
局
の
状
況
な
ど
の

情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

二
日
目
は
、
平
成
二
年
に
発

生
し
た
長
崎
森
林
管
理
署
管
内

の
雲
仙
・
普
賢
岳
噴
火
災
害
の

復
旧
現
場
で
現
地
検
討
会
を
行

い
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
火
山

噴
火
に
よ
る
大
規
模
な
火
砕
流

や
土
石
流
で
被
害
を
受
け
た
箇

所
に
お
い
て
、
無
人
化
建
設
機

械
で
の
施
工
や
耐
震
設
計
で
施

工
さ
れ
た
治
山
施
設
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
自
局
と
の
比
較
、

工
法
へ
の
質
問
等
活
発
な
意
見

が
飛
び
交
う
検
討
会
と
な
り
ま

し
た
。 

 

三
日
目
は
、
平
成
二
一
年
の

集
中
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
佐

賀
・
福
岡
森
林
管
理
署
管
内
の

治
山
現
場
で
検
討
会
及
び
取
り

ま
と
め
を
行
い
、
来
年
以
降
も

本
協
議
会
を
通
じ
て
治
山
事
業

の
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
実
行

を
誓
い
協
議
会
を
終
了
し
ま
し

た
。 平

成
二
二
年
度
治
山
事
業
連

絡
調
整
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
会
議
は
平
成
一
七
年
度
か
ら

実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
に
つ

い
て
は
、
愛
媛
県
（
一
一
月
二

六
日
）
高
知
県
（
一
二
月
三
日
）

香
川
県
（
一
二
月
六
日
）
徳
島

県
（
一
二
月
一
〇
日
）
の
日
程

で
、
四
国
４
県
の
県
治
山
担
当

部
局
と
森
林
管
理
局
及
び
森
林

管
理
署
、
香
川
森
林
管
理
事
務

所
で
実
施
し
ま
し
た
。 

 

本
会
議
は
、
民
有
林
と
国
有

林
の
双
方
の
治
山
事
業
に
つ

い
て
の
情
報
の
共
有
・
調
整
、

ま
た
、
民
有
林
と
国
有
林
が
一

体
と
な
っ
た
治
山
事
業
の
実

施
に
向
け
た
調
整
、
大
規
模
な

山
地
災
害
発
生
時
の
相
互
の

迅
速
な
情
報
連
絡
体
制
の
構

築
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。 

 

会
議
の
中
で
は
、
各
流
域
毎

の
治
山
対
策
の
現
状
と
課
題
、

整
備
状
況
の
共
有
を
図
る
と
と

も
に
民
有
林
と
国
有
林
が
一
体

で
実
施
し
て
い
る
「
特
定
流
域

総
合
治
山
事
業
」
の
実
施
状
況

や
今
後
の
検
討
課
題
、
ま
た
、

各
県
や
各
署
（
所
）
で
実
施
し

て
い
る
治
山
事
業
の
特
徴
的
な

事
例
等
の
報
告
を
行
い
、
情
報

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に

治
山
施
工
地
に
お
け
る
ニ
ホ
ン

ジ
カ
食
害
問
題
に
つ
い
て
は
熱

心
な
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
本
会
議
等
を
通
じ

て
四
国
４
県
の
民
有
林
・
国
有

林
が
連
携
し
、
治
山
対
策
の
効

果
的
か
つ
効
率
的
な
推
進
を
図

り
ま
す
。 

一
一
月
六
日
、
西
熊
山
国
有

林
に
設
定
さ
れ
て
い
る
ふ
れ
あ

い
の
森
「
共
に
考
え
よ
う
ｉ
ｎ

物
部
の
森
」
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
我
が
家
を
見
直
す
会
」

（
代
表
、
川
合
通
子
氏
）
が
募

っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
保
育
間

伐
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

 

現
地
は
林
齢
三
七
年
生
ヒ
ノ

キ
で
枝
張
り
が
大
き
い
た
め
、

か
か
り
木
の
処
理
に
追
わ
れ
な

が
ら
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
が
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
汗
だ
く

に
な
り
な
が
ら
も
間
伐
さ
れ
た

林
内
を
見
な
が
ら
達
成
感
を
味

わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
、
平
成
一
六
年

の
台
風
で
被
災
し
た
ヒ
カ
リ
石

国
有
林
の
治
山
工
事
現
場
へ
移

動
し
、
災
害
発
生
直
後
の
状
況

か
ら
現
在
ま
で
の
工
事
経
過
に

つ
い
て
、
パ
ネ
ル
写
真
等
を
交

え
て
説
明
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
「
災
害
を
受

け
た
山
が
治
山
工
事
に
よ
っ
て

健
全
な
森
林
へ
再
生
さ
れ
る
様

子
が
良
く
分
か
っ
た
。
工
事
箇

所
に
災
害
当
時
の
写
真
を
掲
示

し
て
一
般
の
方
々
に
も
分
か
り

易
い
Ｐ
Ｒ
を
し
た
ら
ど
う
か
。
」 

な
ど
の
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

高知県との会議 

ふ
れ
あ
い
の
森
で
保
育
間
伐
 

＆
治
山
工
事
見
学
会
 

〈
高
知
中
部
森
林
管
理
署
 

・
治
山
課
〉
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技
術
開
発
課
題
に
 

貴
重
な
意
見
を
 

〜
第
二
回
技
術
開
発
委
員
会
〜

〈
指
導
普
及
課
〉
 

技術開発委員会の様子 

職
員
が
一
日
先
生
に
 

高
知
市
立
愛
宕
中
学
で
 

〈
指
導
普
及
課
〉
 

 

一
二
月
六
日
、
四
国
森
林
管

理
局
に
お
い
て
、
今
年
度
二
回

目
の
技
術
開
発
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

 

技
術
開
発
委
員
会
は
、
四
国

森
林
管
理
局
技
術
開
発
委
員
会

運
営
要
領
に
基
づ
き
、
森
林
生

態
学
、
林
木
育
種
、
遺
伝
資
源
、

民
有
林
管
理
経
営
の
専
門
家
等

の
外
部
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

今
回
は
、
平
成
二
二
年
度
技

術
開
発
完
了
報
告
の
四
課
題

（
①
小
面
積
皆
伐
地
に
お
け
る

天
然
更
新
後
の
保
育
作
業
）
、

（
②
針
広
混
交
林
に
誘
導
す
る

た
め
の
渓
畔
林
施
業
管
理
技
術

の
確
立
）
、
（
③
長
期
育
成
循
環

施
業
に
資
す
る
作
業
路
作
設
手

法
の
確
立
）
、
（
④
皆
伐
跡
地
に

お
け
る
針
広
混
交
林
化
へ
の
更

新
技
術
の
確
立
）
、
平
成
二
三
年

度
技
術
開
発
重
点
課
題
の
一
課

題
（
⑤
か
か
り
木
処
理
器
具
の

改
良
及
び
伐
採
方
法
の
検
討
）

に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。 

 

委
員
か
ら
は
、
①
「
小
面
積

皆
伐
地
に
お
け
る
天
然
更
新
後

の
保
育
作
業
」
に
つ
い
て
は
、

水
源
か
ん
養
機
能
を
低
下
さ
せ

な
い
取
組
で
あ
り
、
引
き
続
き

調
査
が
必
要
で
は
な
い
か
、
②

「
針
広
混
交
林
に
誘
導
す
る
た

め
の
渓
畔
林
施
業
管
理
技
術
の

確
立
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
デ
ー
タ
か
ら
、
伐
採
時
に

お
け
る
前
生
樹
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
検
討
し
て
み
て
は
ど
う

か
、
③
「
長
期
育
成
循
環
施
業

に
資
す
る
作
業
路
作
設
手
法
の

確
立
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
と

も
、
強
い
雨
等
に
対
す
る
作
業

路
等
の
維
持
管
理
に
努
め
て
も

ら
い
た
い
、
④
「
皆
伐
跡
地
に

お
け
る
針
広
混
交
林
化
へ
の
更

新
技
術
の
確
立
」
に
つ
い
て
は
、

他
の
課
題
と
の
比
較
検
討
も
行

い
針
広
混
交
林
化
へ
の
調
査
を

継
続
さ
れ
た
い
、
⑤
「
か
か
り

木
処
理
器
具
の
改
良
及
び
伐
採

方
法
の
検
討
」
に
つ
い
て
は
、

登
山
用
器
具
を
か
か
り
木
処
理

に
応
用
す
る
の
は
新
し
い
取
組

で
あ
り
、
成
果
を
期
待
し
た
い

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
頂
き
ま
し
た
こ
れ
ら
の

意
見
等
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の

技
術
開
発
に
活
か
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

一
二
月
九
日
、
高
知
市
立
愛

宕
中
学
校
に
お
い
て
、「
わ
く
わ

く
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
講
座
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
生
徒
に
、
仕
事
を

す
る
意
義
や
そ
の
重
要
性
等
に

つ
い
て
、
地
域
の
民
生
委
員
や

新
聞
記
者
な
ど
一
三
名
が
講
師

と
な
っ
て
、
地
域
貢
献
や
環
境

保
全
な
ど
に
つ
い
て
学
年
別
に

授
業
を
行
っ
た
も
の
で
す
。 

 

こ
の
う
ち
、
中
学
校
か
ら
要

請
が
あ
っ
た
一
年
生
（
二
八
名
）

を
対
象
に
、
指
導
普
及
課
職
員

が
「
森
林
と
人
と
の
つ
な
が
り
」

と
題
し
て
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

授
業
の
中
で
、
職
員
が
斧
や
鉈

の
実
物
を
生
徒
に
見
せ
て
、
そ

の
使
用
方
法
な
ど
を
説
明
し
ま

し
た
。
意
外
に
も
生
徒
達
（
五

名
程
度
）
が
鉈
を
知
っ
て
い
ま

し
た
。 

 
授
業
終
了
後
に
、
教
職
員
と

講
師
、
保
護
者
と
で
反
省
会
を

行
い
ま
し
た
。
教
職
員
か
ら
生

徒
が
、
地
域
の
身
近
な
講
師
か

ら
、
様
々
な
分
野
の
話
を
聴
け

た
こ
と
の
意
義
や
大
切
さ
な
ど

が
話
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
か
ら

は
、
生
徒
達
の
聴
く
態
度
の
良

さ
や
質
問
の
内
容
な
ど
が
、
ま

た
、
保
護
者
か
ら
は
、
学
校
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
が

継
続
さ
れ
る
よ
う
に
と
の
要
望

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

指
導
普
及
課
で
は
、
今
後
と

も
、
森
林
環
境
教
育
の
推
進
を

図
り
、
今
回
の
よ
う
な
学
校
か

ら
の
要
請
に
も
積
極
的
に
協
力

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

保育間伐の様子 

授業の様子 




